






 
2006年度若手研究者・技術者海外派遣 

派遣者氏名 橋本博公 
派遣者所属 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻 
調査テーマ 船舶復原性に関する最新研究の調査 
訪問国 米国、ブラジル 
派遣期間 2006年 9月 22日～10月 4日  

紹介者  

1. Prof. Frederick Stern The University of Iowa 
2. Prof. Marcelo Santos Neves University of Rio de Janeiro 
3. Dr. Patrick Purtell Office of Naval Research 

訪問先面談者 所  属  
a. Prof. Frederick Stern The University of Iowa 
b. Prof. Marcelo Santos Neves University of Rio de Janeiro 
c. 3. Dr. Arthur Reed US Naval Surface Warfare Center 

調査内容(1) 船舶復原性研究への CFD技術導入に関する研究の現状と展望の調査 
・曳航試験水槽および風洞試験水槽の見学  
・可視化および実験データの解析手法についての調査 
・CFDSHIP-IOWAコードを用いた最新プロジェクトおよび各計算結果の調査 
・CFDSHIP-IOWAコードを用いた波浪中復原力変動予測についての調査 
・CFDSHIP-IOWAコードを用いた斜波中波浪強制力推定についての調査 
・CFDSHIP-IOWAコードを援用した波浪中船体運動予測法構築についての調査 
 

調査内容(2) 国際会議における船舶復原性の最新研究動向の調査 
・コンテナ船のパラメトリック横揺れ発生限界および最大振幅推定に関する調査 
・パラメトリック横揺れ再現のための実験法に関する調査 
・デッドシップ状態下での転覆確率推定に関する調査 
・ブローチング推定に関する調査 
・CFDを用いた船舶復原性評価についての動向調査 
・漁船の安全性評価手法についての調査 
 

調査内容(3) 米国海軍の実験施設の調査、艦艇の安全性評価手法の調査 
・巨大曳航水槽および巨大角水槽の見学 
・艦艇の自由航走模型実験の使用機器やシステムの調査 
・自由航走模型実験結果の評価手法についての調査 
・艦艇の安全性評価手法に関する調査 
・最新駆逐艦の波浪中復原性評価についての調査 



特記事項 
Over set grid法を用いた最新の CFDSHIP-IOWAコードを用いて、波浪中での復原力変動や波浪強制
力の推定が可能であることを確認することができた。またアメリカ海軍研究所における艦艇の安全性評

価手法や実験手法について詳細な討論ができた。船舶復原性研究は IMOでもその重要性が再認識され
ており、今回の派遣調査でCFD技術を船舶復原性分野の最新トピックであるパラメトリック横揺れや
ブローチングの予測および艦艇の安全性評価に導入する道を開いたことは、今後の復原性研究分野の発

展に貢献できるものと考える。 
 
CFDSHIP-IOWAコードは、特に改良を要することなく、大波高中を高速航行させた場合でも破綻せ
ずに計算が可能であったことが特筆される。但し、精度については保証の限りではなく、今後模型実験

結果と比較して検証する必要がある。また、米国海軍研究所で行われている艦艇の安全性評価手法は模

型実験手法、数値計算手法ともに、特に目新しい点は見られなかったが、一部の復原性能推定に CFD
を取り入れ出していることから、今後この種の研究の需要が高まる可能性がある。 
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